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宇宙天気予報を行うにあたり、太陽電波バーストは監視すべき最も重要な現象の一つである。特に、メートル
波、センチメートル波帯の電波バーストは地上の電波望遠鏡で観測できることから、世界各地の太陽観測所で観
測がおこなわれている。情報通信研究機構（NICT）平磯太陽観測施設でも、太陽電波スペクトル計（HiRAS）を
用いて太陽電波バーストのスペクトル観測が行われており、これまでにたくさんの興味深い電波バーストが観測
されている。
しかしながら、HiRASシステムは観測開始から 20年以上が経過しシステムの老朽化が激しく、今後長期間に

わたっての太陽電波バーストの観測・監視が困難な状況となりつつある。また近年のモバイル放送の普及などに
伴って、平磯太陽観測施設周辺の電波環境の著しい悪化も懸念される。以上のような状況を鑑み、NICTでは新
たな太陽電波望遠鏡の開発を開始した。
NICT新太陽電波望遠鏡は、現在稼働しているHiRASシステムを発展させ、超広帯域で高時間分解能を実現す

るダイナミックスペクトル計となる予定である。新電波望遠鏡は、100～500MHz帯域の電波環境が悪化している
平磯太陽観測施設ではなく、鹿児島県南部にあるNICT山川電波観測施設へ設置する予定となっている。
本発表では、現在進んでいるNICT新太陽電波望遠鏡開発の現状について報告する。


